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ICT技術者の現状 
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過去6年の大学生の構成比 

4 

文部科学省  

学校基本調査－平成27年度（確定値）結果の概要－ 調査結果の概要（高等教育機関）  （PDF:705KB） 
表３ 関係学科・専攻分野別学生数の比率の推移（大学・大学院） 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2015/12/25/1365622_3_1.pdf  

 

表1 関係学科・専攻分野別学生数の比率の推移（大学・大学院） 



ICT関連学科の卒業者数推移 
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内閣府 年次経済財政報告 平成25年度  

第3章 経済活動を支える基盤（PDF形式：13KB） 
第1節 人材を巡る三つの論点  

2 ICT関連産業の動向と労働需給‐2（PDF形式：404KB）  

第3－1－17図 ICT関連学科の卒業者数推移 

http://www5.cao.go.jp/j-j/wp/wp-je13/index_pdf.html  

図1：ICT関連学科の卒業者数の推移 



ICT化社会を実現するために 

 現在大学生の過半数が文系であり、このことから労働市場の過半数が文系出身
者といえる。 

 

 ICT化社会を実現するためには、情報通信技術の開発のみならず、技術を実社
会で運用するスキルが必須である。 

 

 最新のデジタルサイネージ技術を活用し、生活者へ適切な消費行動に導く情報
拡散を行いたいと考えた。 

 

 文系出身者である我々が最新技術を運用することでICT化
社会の実現に近づく。 
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亀井あかね研究室とは 
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亀井研究室の活動 

2011年3月11日に起きた「東日本大震災」で 

 

被害を受けた宮城県亘理町に対して、「地域活性化」 

 

及び「経済復興」支援プロジェクトを実施しています。 
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亘理町復興プロジェクト 

 2012年度~2014年度 

亘理町復興プロジェクトとして宮城県亘理町を中心にフィールド開拓の
ためのボランティア活動 

 

 2014年度~2015年度 

亘理町を本拠地に置く「テイルサイド社」とマネジメント連携 

 

 2015年度~2016年度 

テイルサイド社の他に、亘理町の様々な団体とも連携を開始 
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活動の経緯 

亘理町の「地域活性化」・「経済復興」の為には 

どうすれば良いか。 

 

 亘理町の特産品や資源についての情報を拡散する必要がある。 

 

 

手段として「デジタルサイネージ」の情報拡散効果を 

活用する。 
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活動の理論的背景 
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活動における理論的背景 

ストーリーマーケティング 

 

SIPS 
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ストーリーマーケティング 

商品そのものの価値や性能のみを訴えるのではなく、 

 

開発秘話や製造プロセスといった情緒的な付加価値を 

 

訴えることで「共感」を与える方法である。 
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ＳＩＰＳとは 

・Sympathize/共感する ・Identify/確認する 

 

・Participate/参加する ・Share & Spread/共有・拡散する 

 

という消費行動プロセスのことである。 
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デジタルサイネージには 

強い情報拡散効果がある！ 

デジタルサイネージに着目した背景 
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デジタルサイネージについて 
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デジタルサイネージとは 
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• 情報拡散の媒体 

図3:地下鉄青葉通り駅 

図4:j-Spotビジョン 

図2:デジタルサイネージ 

総務省も注目！ 



デジタルサイネージの特徴 

1. 映像や音声を流す事が可能 

 

2. 情報の編集（追加・削除・変更）が容易である 

 

3. 時間やターゲットにより流す内容を変更できる 

 

4. 複数の情報を一度に流す事ができる 
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映像や音声を流す事が可能 

 

ポスターやPOPと比較し、映像や音声を流すことで、 

 

高い注目を集めることが可能である。 
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情報の編集（追加・削除・変更）が容易である 

 

データを更新することで情報の編集が可能であるため、 

 

編集が容易で、新たに1から制作する必要が無いため 

 

労力と費用を抑えることができる。 
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情報の編集（追加・削除・変更）が容易である 

 

アプリケーションの利用 

 

          アプリケーションを使うことで 

 

          スマートフォンなどの端末機械から 

 

          遠く離れた場所からも編集できる。 
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      図5:PiPit-mobile. 



時間やターゲットにより流す内容を変更できる 

時間帯による表示の変更（例：飲食店での外食情報） 
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朝 昼 夕方 夜 



時間やターゲットにより流す内容を変更できる 
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      図6:顔認証システム 

顔認証システムと併用 

顔認証システムと併用 

 
することで、視聴者の 

 
パーソナリティを識別し 

 
対象に適した情報を提供 

 
することが可能である 

 

 



複数の情報を一度に流す事ができる 

 

画面分割機能の使用 

                   動画、静止画、テロップ、 

 

                   WEBページなどの複数コン 

 

                   テンツを組合わせて、情報 

 

                   を発信することができる。 
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      図7:画面分割システム 



顔認証システムに掛かる料金の例 
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本体レンタル費      360,000 

 

初期設置費        50,000 

 

設置・調整・撤去費    50,000 

 

機材配送費        15,000 

 

特別値引き      ▲ 47,500 

 

消費税           34,200 

 

合計           461,700 
 

図8：顔認証システム料金例 



昨年度使用したデジタルサイネージの料金 

26 

本体レンタル費      140,800 

 

コンテンツ制作費     80,000 

 

搬入設置費・撤収費    35,000 

 

動産保険          13,430 

 

諸経費・雑費        30,770 

 

合計            300,000 
 

図9：使用したデジタルサイネージの料金 



デジタルサイネージを用いた 

プロジェクト活動について 
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2014年度、2015年度の活動 

 東京都八王子市にてデジタルサイネージを用いて、亘理町を本拠地 

 とする「テイルサイド社」の宮城・亘理町の特産品を生かした商品   

 を宣伝 
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CADOCCOカフェイベント   ~集計データ①~ 
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CADOCCOカフェイベント   ~集計データ②~ 
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イベントとデジタルサイネージの連動 

 八王子市にある「ＣＡＤＯＣＣＯカフェ」と連携 

 

亘理町の特産品、「テイルサイド社」の製品を 

活かした学生が考案したメニューの限定販売 
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サイネージコンテンツプロット 
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デジタルサイネージに関する集計データ 

34 



今後の活動 
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2016年度の活動 
 前年度までの活動を強化 

 

 活動の場を東京都八王子市から東京都中央区銀座に変更 

 

 連携先として「テイルサイド社」の他に、 

 ワーカーズコープ亘理支部（日本労働者協同組合亘理支部）と 

 銀座に活動拠点を置く有限会社地域システム創造研究所が参画。 

 

 日時：2016年9月下旬～11月上旬開催予定 
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亘理町復興イベント㏌銀座（仮）2016 

 デジタルサイネージを使い亘理町のテイルサイド社を含む物産を、 

 ストーリーと共に放送する。 

 

 亘理町の多様な特産品を知ってもらうために学生が考案した、亘理町の
特産品を使用した学生考案のメニューを首都圏のカフェにて販売提供を
行う。 

 

 東北工業大学写真部による亘理町の現状を映した「写真展」企画と 

 同時に行うことで視覚的な相乗効果が生まれる。 
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ご清聴ありがとうございました。 
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